
学校と地域の連携・協働による
「チーム学校」の実現

～教職員や多様な人材の専門性を活用し、
組織力を高める学校経営～

久喜市立久喜南中学校

塩﨑 陽子



はじめに
（久喜南中学校の概要）

・昭和３７年（１９６２年）４月１日

江面中学校と清久中学校とが統合して開校

・令和４年度 生徒数１８６名

通常学級６学級

特別支援学級２学級



はじめに
（久喜南中学校の概要）

・県費負担教職員の配当定員数１８名

（非常勤や市費等の職員含め３５名）

・常勤の県費負担教職員のうち教諭１４名の

平均年齢３４.３歳

（２０代 ９名 ３０代 ２名

４０代 ２名 ５０代 １名）



はじめに
（久喜南中学校の学校教育目標 Ｈ１３～）

学ぶ

主体的・対話的に学び、考えを深める。

鍛える
心身ともに健康で、たくましく行動する。

高めあう
互いを認め合い、仲間とともに成長しあう。



はじめに
（久喜南中学校の目指す生徒像 Ｈ２９～）

郷土を愛し、夢や希望の実現に努力する

生徒
・未来を切り拓く学力を身に付ける生徒

・社会性を身に付け、温かい人間関係の築ける

生徒

・健康でたくましい心身をつくる生徒



はじめに
（久喜南中学校の目指す学校像 Ｒ４～）

一人一人が尊重され、多様性を認め合う

学校
・生徒一人一人が自分のよさや可能性を

認識できる学校

・あらゆる他者を価値のある存在として

尊重する学校

・家庭・地域・小学校と一体となって

教育活動を推進する学校



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（１）教員による組織的対応の強化
① 学習指導について

令和４・５年度 久喜市教育委員会研究委嘱

【研究主題】

「久喜市版未来の教室構想」を踏まえた、

生徒一人一人の可能性を引き出す個別最適な

学びの実践



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（１）教員による組織的対応の強化
① 学習指導について

【研究推進委員会メンバー】

・研修主任（３年目）

・研修副主任（１０年目）

・学習支援部会長（１１年目）

・記録・活用部会長（６年目）

・表現・共有部会長（１６年目）

・教頭（３４年目）

・校長（２８年目）



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（１）教員による組織的対応の強化
② 生徒指導について

生徒指導委員会（兼教育相談委員会）

・水曜日（ＳＣの勤務曜日）の第３校時

・校長、教頭、教務主任、生徒指導主任

教育相談主任、学年生徒指導・教育相談担当

養護教諭、さわやか相談員、ＳＣ

・学校としての指導方針の決定と組織的対応



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（１）教員による組織的対応の強化
② 生徒指導について

12

8

3

7

0

0

0

0

Ｒ４前期

Ｒ３前期

4（達成） 3（ほぼ達成） 2（あまりできていない） 1（できていない）

【学校評価から】
指導・相談体制が確立され、教員相互の連携が図られているか。



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（１）教員による組織的対応の強化
③ 小中一貫教育について

「久喜南わかぎ学園」

（清久小・江面小・久喜南中）

・久喜南わかぎ学園校長会（年８回）

・小中一貫教育研修会（年３回）

教務主任が中心 ５部会に分かれて協議

・小中合同引渡訓練の実施 安全主任が中心



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（１）教員による組織的対応の強化
③ 小中一貫教育について（兼務発令）

【清久小 理科】 【江面小 音楽】



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（２）多様な人材の専門性の活用
① 共同学校事務室による専決等

本校事務職員

・再任用短時間勤務（１／２）２名

・県費事務と市費事務で仕事分担

久喜市共同学校事務室（兼務発令）

・旅費等の相互確認

・室長による各種手当の専決



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（２）多様な人材の専門性の活用
① 共同学校事務室による専決等

共同学校事務室地区連絡会議で旅費の相互確認



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（２）多様な人材の専門性の活用
② 市費等の職員によるサポート

久喜市教育活動指導員・支援員 ２名配置

（１日５時間 １７５日以内）

さわやか相談員 １名配置

（１日５時間 ２００日以内）

ＡＬＴ １名配置

（１日６.５時間 火・水勤務）



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（２）多様な人材の専門性の活用
② 市費等の職員によるサポート

ＩＣＴサポーター

（ベネッセから月に２回）

スクールサポートスタッフ

（令和３年度配置）

業務員、配膳員等・・・

仕事に誇りをもって学校を支える



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（２）多様な人材の専門性の活用
③ 他の事業、専門スタッフ等との連携
ア 久喜市中学生学力アップ教育推進事業
「くき本樹塾」

・１回２時間、年間３０回

・講師３～４名

内コーディネーター１名

（市教委から派遣）



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（２）多様な人材の専門性の活用
③ 他の事業、専門スタッフ等との連携
イ スクールソーシャルワーカー

広報くき

令和４年１２月号より

・学期に１度、

各学校を訪問支援

・不登校生徒の家庭訪問

・市の関係機関等との連携



１ 教職員や多様な人材による組織的対応
（２）多様な人材の専門性の活用
③ 他の事業、専門スタッフ等との連携
ウ アスポート学習支援

広報くき

令和４年１２月号より

・久喜市学習支援事業委託

・生活保護世帯や生活困窮

世帯の生徒の家庭訪問や

学習指導

・校長が窓口となり連携



２ 地域とともにある学校づくりに向けて
（１）学校運営協議会とともに

平成２９年４月１日

学校運営協議会を置く学校（コミュニティ・

スクール）として指定

令和４年度

年間７回学校運営協議会を実施



２ 地域とともにある学校づくりに向けて
（１）学校運営協議会とともに
① 各種検定の運営

「久喜南わかぎ学園」の学校運営協議会が

各種検定を運営

・小学校で漢字検定

算数・数学検定

・中学校で英語検定

・年に２回ずつ実施



２ 地域とともにある学校づくりに向けて
（１）学校運営協議会とともに
② 地区生徒指導推進委員会の開催

学校運営協議会委員、保護者代表、全教員で

実施し、校則や制服について検討、見直し



２ 地域とともにある学校づくりに向けて
（１）学校運営協議会とともに
③ 体験活動の充実

学校農園の管理や生徒の農業体験等

（地元婦人会の方も協力）



２ 地域とともにある学校づくりに向けて
（２）地域社会との連携の継続
① 外部指導者等による保健体育の授業
ア 武道の授業における外部指導者

・平成２４年度から実施

・久喜剣道連盟から

外部指導者派遣（１２名）

・令和元年度から

「日本剣道形」を学習



２ 地域とともにある学校づくりに向けて
（２）地域社会との連携の継続
① 外部指導者等による保健体育の授業
イ プール授業外部委託事業

・令和４年度実施

・各学年１回２コマを

４回ずつ

・ティップネス久喜にて

インストラクターから

泳力ごとに指導



２ 地域とともにある学校づくりに向けて
（２）地域社会との連携の継続
② 伝統ある環境ボランティア活動

平成５年度からの伝統

地域の方の協力を得て、花壇の花植え等



２ 地域とともにある学校づくりに向けて
（２）地域社会との連携の継続
③ 公民館事業との連携・協働

公民館での作品展示 公民館での環境整備



おわりに
「チームとしての学校」を実現するために

専門性に基づくチーム体制の構築

①教職員の指導体制の充実

→研修推進委員会、生徒指導委員会を中心に

②教員以外の専門スタッフの参画

→人材を確保し、連携・分担を明確に

③地域との連携体制の整備

→学校運営協議会を中心に



おわりに
「チームとしての学校」を実現するために

学校のマネジメント機能の強化

①管理職の適材確保

→自分自身が学び続けること

②主幹教諭制度の充実

→管理職候補者を育成すること

③事務体制の強化

→事務職員、共同学校事務室とともに



おわりに
「チームとしての学校」を実現するために

教員一人一人が力を発揮できる環境の整備

①人材育成の推進

→人事評価制度の活用等による人材育成

②業務環境の改善

→学校における働き方改革の推進

③教育委員会等による学校への支援の充実

→市教育委員会への報告や相談を密に



おわりに
「チームとしての学校」を実現するために

御指導よろしくお願いいたします


